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8
月
臨
時
会
お
よ
び
9
月
定
例
会
で
は
全
部
で
25
件（
市
長
提
出
議
案
…
18
件
、請
願
…
3
件
、議
員
提
出
議
案
…

4
件
）の
議
案
等
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

今
号
で
は
、こ
の
中
か
ら
3
つ
の
項
目
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
紹
介
し
ま
す
。

令和2年
8月臨時会
8月7日
（1日間）

令和2年
9月定例会
8月31日～
10月9日
（40日間）

【
内
容
】

学
習
用
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
一
式
を
取
得
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、条
件
付
き
一
般
競
争
入
札
に

よ
り
、株
式
会
社
シ
ス
テ
ム
リ
サ
ー
チ
神
戸
支

店
と
税
込
2
億
7
，6
8
5
万
7
，3
9
4
円
で
契
約
す
る
も
の

【
内
容
】

障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
に
関
す
る
基
本
理
念
を
定
め
、市
の
責
務
や
市
民・事

業
者
の
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
。ま
た
、差
別
の
解
消
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進

す
る
こ
と
に
よ
り
、全
て
の
市
民
が
互
い
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
共
生
す

る
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
す
た
め
の
も
の

【
意
見・要
望
な
ど
】

◦
持
ち
帰
り
と
な
る
と
、故
障
の
頻
度
も
上
が
る
た
め
、取
扱
方

法
に
つ
い
て
、子
ど
も
た
ち
へ
の
指
導
も
お
願
い
し
た
い
。

ま
た
、学
校
の
勉
強
以
外
で
使
用
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、

し
っ
か
り
と
制
限
を
か
け
て
ほ
し
い
。

◦
5
年
に
1
回
必
ず
更
新
費
用
が
か
か
る
た
め
、市
の
財
政
的

な
負
担
を
考
え
る
と
難
し
い
課
題
で
は
あ
る
が
、国・
県・
市

で
子
ど
も
た
ち
の
教
育
を
支
え
て
い
く
こ
と
が
基
本
で
あ
る

と
考
え
る
。

【
意
見・要
望
な
ど
】

◦
西
蔵
こ
ど
も
園
に
お
い
て
、地
域
子
育
て
支
援
拠
点

事
業
を
実
施
予
定
だ
が
、将
来
的
に
は
市
の
北
部
に

も
そ
う
い
っ
た
拠
点
を
つ
く
る
よ
う
求
め
る
。

◦
こ
ど
も
園
の
移
転
や
開
園
後
、自
転
車
や
車
な
ど

で
の
送
迎
が
想
定
さ
れ
る
が
、近
隣
住
民
や
地
元

の
自
治
会
に
迷
惑
が
か
か
る
よ
う
な
こ
と
が
な

い
よ
う
に
、十
分
に
目
配
り
し
て
ほ
し
い
。

◦
令
和
3
年
4
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
ど
も
園

は
私
立
で
は
な
く
公
立
で
あ
る
た
め
、市
単
独

の
財
源
を
使
う
こ
と
と
な
り
負
担
が
大
き
い
。

「
ず
っ
と
公
立
で
あ
り
続
け
る
べ
き
な
の
か
」と

い
っ
た
視
点
を
持
っ
て
検
討
を
加
え
て
ほ
し
い
。

【
意
見・要
望
な
ど
】

◦
今
後
、市
民・事
業
者
と
障
が
い
の
あ
る
方
が
気
持
ち
よ
く
過
ご
せ
る
取
り
組
み
を

進
め
て
ほ
し
い
。

◦
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、市
民
や
事
業
者
が
し
っ
か
り
と
内
容
を
理
解
で
き

る
も
の
を
作
成
し
て
ほ
し
い
。

◦
今
後
も
市
が
ま
ち
づ
く
り
等
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
、障
が
い
を
お
持
ち
の
方
の

意
見
を
し
っ
か
り
取
り
入
れ
て
い
く
よ
う
要
望
す
る
。

  

	

学
習
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
と
し
て
、
i
P
a
d
を
選
択
し
た
理

由
は
？

教
委	

操
作
性
の
良
さ
、故
障
率
の
低
さ
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
高
さ

な
ど
か
ら
選
択
し
た
。

	

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
後
、そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て

い
く
の
か
。

教
委	

今
ま
で
の
よ
う
な
共
同
学
習
で
の
利
用
の
ほ
か
、1
人
1
台
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
に
な
る
と
、調
べ
学
習
も
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
。ま
た
、来

年
4
月
か
ら
は
家
庭
へ
持
ち
帰
っ
て
の
活
用
も
想
定
し
て
い
る
。

  

	

精
道
こ
ど
も
園
に
お
け
る
病
児・病
後
児
保
育
事
業

に
つ
い
て
は
、利
用
者
か
ら
の
要
望
が
あ
れ
ば
、定

員
を
増
や
す
と
い
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
か
。

市	

ス
ペ
ー
ス
的
に
も
4
人
以
上
の
受
け
入
れ
は
難
し

く
、ま
た
、「
子
ど
も
3
人
に
対
し
看
護
師
1
人
」と

い
う
配
置
基
準
が
あ
る
た
め
、人
的
な
面
か
ら
も
こ

れ
以
上
の
受
け
入
れ
は
難
し
い
。

	

こ
ど
も
園
開
園
に
当
た
っ
て
の
防
災
対
策
は
？

市	

現
在
、防
災
計
画
を
策
定
中
で
あ
る
が
、移
転
や
開

園
後
も
月
1
回
以
上
、さ
ま
ざ
ま
な
訓
練
を
実
施
し

て
い
く
。   

	

事
業
者
だ
け
で
な
く
、障
が
い
の
あ
る
方
の
理
解
も
な
け
れ
ば
こ
の
問
題
は
解
決
し
な

い
の
で
は
な
い
か
。

市	

お
互
い
が
理
解
し
合
わ
な
い
と
逆
に
差
別
を
生
ん
で
し
ま
う
よ
う
な
状
況
も
あ
る
と
考

え
て
お
り
、今
後
、障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、誰
も
が
相
互
理
解
と
合
理
的
配
慮

の
推
進
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
啓
発
し
て
い
く
。

	

こ
の
条
例
を
子
ど
も
た
ち
に
ど
の
よ
う
に
分
か
り
や
す
く
伝
え
て
い
く
の
か
。

市	

本
市
の
学
校
園
で
は
、イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
※
に
お
い
て
、心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
根

付
か
せ
る
環
境
は
あ
る
と
考
え
て
お
り
、今
後
は
さ
ら
に
そ
の
推
進
を
図
っ
て
い
く
。ま

た
、福
祉
学
習
で
配
布
し
て
い
る
冊
子
の
改
定
も
検
討
し
て
い
く
。

	

「
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
」や「
合
理
的
配
慮
を
怠
る
行
為
」な
ど
、具
体
的
に
ど
う
い
っ

た
行
為
が
そ
れ
に
当
た
る
の
か
を
示
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

市	

条
文
で
全
て
を
読
み
解
く
の
は
難
し
い
た
め
、ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
を
予
定
し
て
い
る
。

	

事
業
者
側
の
合
理
的
配
慮
の
提
供
に
つ
い
て
、過
重
な
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

市	

合
理
的
配
慮
を
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
て
も
、事
業
者
に
よ
っ
て
は
、費
用
面
で

で
き
な
い
場
合
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、市
の
ほ
う
で
何
ら
か
の
施
策
が
展
開
で
き
な
い

か
を
検
討
し
て
い
る
。

	

市
や
市
が
委
託
す
る
相
談
機
関
に
は
ど
の
よ
う
な
相
談
や
苦
情
が
入
っ
て
い
る
の
か
。

市	

一
番
多
い
の
は
就
労
関
係
の
相
談
で
、窓
口
で
は
雇
用
面
で
不
当
な
扱
い
を
さ
れ
た
と

か
、差
別
的
な
発
言
を
さ
れ
た
と
い
う
よ
う
な
声
を
聞
い
て
い
る
。
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（
第
61
号
議
案
）

小
・
中
学
校
の
全
児
童
・

生
徒
分
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
等
を
購
入

（
第
54
号
議
案
）

市
立
精
道
こ
ど
も
園
の
移
転
お
よ
び
市
立

西
蔵
こ
ど
も
園
を
新
た
に
設
置
す
る
た
め

の
条
例
を
可
決

（
第
55
号
議
案
）

障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
の
な
い
誰
も
が
共
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
す
条
例
を
制
定

可決
（全員一致）

可決
（全員一致）

可決
（全員一致）

工程表
（年度） 平成31年（令和元年） 令和２年 令和3年 令和4年
（月） 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

（年度） 平成31年（令和元年） 令和２年 令和3年 令和4年
（月） 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

精道こども園（精道町）

精道こども園（川西町） 市立認定こども園開園

通常運営

通常運営

新園舎での運営開始建設・運営準備

伊勢幼稚園

西蔵こども園

新浜保育所

私立認定こども園開園解体・建設

開園建設・運営準備

移転移転

閉園閉園

在園児転園在園児転園

在所児転所在所児転所

閉所閉所

不当な差別的取扱いとは

合理的配慮とは

（例）受付の対応を拒否 （例）介助者なしの入店拒否

（例）携帯スロープで補助 （例）手話通訳・要約筆記実施

※
全
て
の
議
案
の
内
容
と
審
議
結
果
は
11
ペ
ー
ジ
の「
審
議
結
果
一
覧
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

	

条
例
の
施
行
期
日
は
令
和
3
年
1
月
1
日
で
あ
る
が
、そ
れ
ま
で
の
間
に
、ど
う

い
っ
た
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

市	

コ
ロ
ナ
禍
で
、人
を
集
め
て
の
啓
発
は
難
し
い
と
考
え
て
お
り
、商
工
会
を
通
じ
て
事

業
者
へ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
配
布
や
市
の
広
報
番
組
な
ど
で
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

※
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
と
は
、人
間
の
多
様
性
の
尊
重
等
の
強
化
、障
が
い
者
が
精
神
的
お
よ
び
身
体

的
な
能
力
等
を
可
能
な
最
大
限
度
ま
で
発
達
さ
せ
、自
由
な
社
会
に
効
果
的
に
参
加
す
る
こ
と
を
可

能
と
す
る
と
の
目
的
の
下
、障
が
い
の
あ
る
者
と
障
が
い
の
な
い
者
が
共
に
学
ぶ
仕
組
み
の
こ
と
。

正当な理由がないのに、障がいを理由にサービスの
提供を拒否したり、提供場所や時間帯を制限するな
ど障がいのある人の権利利益を侵害すること。
市・市民・事業者  してはならない

障がいのある人から、手助けや必要な配慮につ
いての意思が伝えられたとき、負担が重すぎな
い範囲で、対話に基づいて必要かつ適当な現状
の変更や調整を行うこと。

　市　  しなければならない
事業者  努力義務

出典：「合理的配慮」を知っていますか?（内閣府）を
加工して作成

注目の
議案
注目の
議案
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自由民主党
令和元年度は市民の高い担税力に支

えられ、基金の取り崩しは当初の見込み
より抑えられた。また、財政力指数や経
常収支比率、将来負担比率などの財政指
標が前年度に比べ改善したことは評価
する。その一方で、市営住宅や中学校の
建て替え、庁舎新築などの投資的事業に
より、一般会計の市債残高は約500億円
で推移しており、依然として高水準にあ
る。超高齢化社会が進展していく中で、
社会保障関係経費が飛躍的に増大する
ことは間違いないため、今後も慎重な財
政運営を求める。

日本共産党
中学校の建て替えや給食の実施、パート

ナーシップ宣誓制度、中小企業・小規模企業
振興基本計画の策定業務など、市民要望に
応えた積極策もあるが、前市政の下で策定
された予算の問題点を改善するには至らな
かった。特に公的責任や行政力の後退、ま
た、市民サービスの低下につながる民間委
託の拡大など、「公務の外注化」が進み、公
共施設の維持管理49種580業務が一つの
企業に「包括管理委託」されたことは問題で
ある。そのほか、JR芦屋駅南地区再開発事
業の経費縮減、パワハラ防止、貧困と格差拡
大への対応などを注視していく。

BE ASHIYA
令和元年度決算における予算編成は

いとう市長以前のものであり、次の決算
がいとう市長にとっての正念場となる。
今期に発生しているコロナウイルス感
染症など、事態は急激に変化しており、
JR芦屋駅南地区再開発事業の進展など
にとっても、ますます厳しい財政状況と
なることが予想される。また、市幹部職
員のパワハラ問題など、市の中に存在す
る全てのうみを出し切り、職員の働きや
すい環境を再構築し、これらが決算の結
果となって表れるように、市長がしっか
りと行政執行するよう強く要望する。

公 明 党
令和元年度は公債費および市債残高の

減少と市税収入の大幅な増加により財政指
標が改善しているが、一時的なものであり、
依然として本市の財政状況は厳しい現状に
ある。このような中においても、教育や防災
への備えをさらに充実させ、少子化対策の
ための幼児教育の無償化を持続可能で適切
なものとするためにも、国・県と連携して保
育士等の人材確保を進めてほしい。JR芦
屋駅南地区再開発事業は、当年度の不用額
が4億4千万円となっており、事業が遅れて
いる。本市の厳しい財政状況にふさわしい
事業費への縮減を強く求める。

あしや しみんのこえ
令和元年度決算は慎重な財政運営に

より、一定の成果が上がったことは評
価できる。その一方で、まちの魅力が高
まったのかは疑問である。住みたいまち
として長年にわたり上位だった芦屋市
も今や昔の話である。お隣の顔色やこれ
までの芦屋を必要以上に気にせず、住み
たいまちあしやを取り戻すため、いとう
市長には慎重な財政運営と未来への投
資のバランスをしっかりと考えた上で
の行政運営をお願いする。

日本維新の会
限りある財源をもとに、総合計画によ

る目標を着実に推進してきたことを評
価する。財政指標では前年度と比較して
おおむね改善をしているが、突発的な市
税収入の増加による影響も大きく、楽観
視はできない。今後は少子高齢化による
社会保障費の増大リスクや各種投資的
事業による大きな支出などが見込まれ
ており、非常に厳しい財政状況が予想さ
れる。歳入の確保と行政コストの引き下
げによる歳出の抑制を推進しながら、慎
重な財政運営と持続性のある行政運営
を行うよう要望する。

審査の過程で委員からどのような指摘
や要望があったのか、その一部を紹介し
ます。

なお、本会議での各会計決算に対する
賛否は、11ページ「審議結果一覧」をご
覧ください。

◦審査体制の見直し
決算特別委員会は、これまで会派推薦者（前年度は委員
7名）で構成していましたが、今年度から審査体制を見
直し、議会選出の監査委員（ひろせ久美子）を除く20名
の議員で構成（委員長：田原俊彦、副委員長：大原裕貴）
することに変更しました。具体的には、各常任委員会の
メンバーで分担して決算審査を行いました。この審査
体制の見直しにより、「予算が適正かつ妥当に使われた
のか」を審査した議員が来年3月の予算審査の際に次
年度予算も審査できるため、政策的な一貫性を持って
審査に臨むことが可能となりました。

◦令和元年度決算の概要
令和元年度は、「芦屋市創生総合戦略」や「行政改革実施
計画」を踏まえ、「住宅都市としての魅力向上」および

「将来の人口減少又は人口構成の変化への対応」につい
て重点を置いた予算編成・執行となりました。市当局か
らは、前年度と比較して公債費や市債残高等が減少し
たこと、また、市税収入が約14億5千万円増と、大幅に
増加したことなどの説明がありました。今後も人口減
少、高齢化社会への対応および老朽化した公共施設の
改修経費、そして、何より、新型コロナウイルス感染症
が今後の経済情勢に与える影響等を念頭に置きながら
財政運営を行う必要があります。

高齢化社会への対応
◆	陽光町シルバーハウジングの緊急通報システムを

更新
◆	介護人材養成支援事業や50歳の歯科健診の開始

◦高齢者住宅等安心確保事業について、住宅内の高
齢化によって利用者
は増えているにもか
かわらず、夜間の職員
配置は1名である。働
く職員の労働環境改
善という観点からも複
数配置を求める。

◦本市では初任者研修費用の助成をはじめ、介護職の
方々を大切にしてきているが、他にも悩みの相談な
どができる窓口の開設をお願いしたい。

災害・環境対策
◆	防災行政無線の増設・改良工事の実施
◆	防災備蓄品の拡充
◆	救急安心センター（#7119）事業の開始
◆	環境処理センター焼却炉の水銀対策の実施

◦警報発令時など災害が
起こるおそれがあるとき
は平常時と異なる音を
活用することや、屋外ス
ピーカーは屋外にいる方
に向けた放送であること
の周知を行うよう求める。

◦1.17あしやフェニックス基金の助成金を使った活動
の報告をホームページなどで公表できるように求め
るとともに、市内の自主防災組織に対して基金の活
用に向けた周知を求める。

◦朝日ケ丘小学校の測定局に水銀を含む測定器の設
置を求める。

◦災害等で芦有道路が長期間使用できない場合のご
み集積場所の検討を進めてほしい。

◦パイプラインの維持に係るコストの削減について
は、行政主導で行うのではなく、「パイプライン利用
者の会」と一緒にルール作りを行うなど、地元住民と
協力し、少しでも長く利用できるよう努めてほしい。

住宅都市としての魅力向上
◆	JR芦屋駅南地区市街地再開発事業
◆	さくら参道の無電柱化工事の推進
◆	旧宮塚町住宅を活用した商業的にぎわいの創出

や地域の活性化
◆	阪神打出駅南自転車駐車場の整備

◦無電柱化は景観施策、
防災施策の観点から
有効だが、高額な工事
費がネックである。他
の公共インフラと共同
で工事を行うなど、費
用の合理性を熟慮しな
がら進めてほしい。

◦「女性が輝くまち芦屋」プロジェクトについて、本市で
働く非正規職員は女性が多く、労働条件が悪い。本
当に女性が輝くまちになるよう本プロジェクトを充
実させてほしい。

◦阪神打出駅南にある駐輪場の利用率が低いようだ
が、信号のある横断歩道を2回も渡らなければいけ
ないなど、場所の選定が悪かったのではないか。利用
率を上げるため、料金の見直しも考えるべきである。

教育・保育環境の整備
◆	精道中学校および山手中学校の建替工事の推進
◆	放課後児童健全育成事業での全学年の受け入れを実施
◆	精道町および西蔵町の市立認定こども園舎建設工事の着工
◆	私立保育所の保育士等への一時金支給制度および家賃助

成制度を創設

◦避難所対策や児童の熱中症対策として、宮川・精道小学校以
外の体育館にも空調設備の設置を検討してほしい。

◦放課後児童クラブは直営と民間委託の双方で情報交換等の
場を設けるなど、質の向上に努め、直営は維持してほしい。

◦配慮を要する子どもたちへの適切な療育のため、保育に関わ
る職員への研修および啓発を積極的に行うよう求める。

病院事業会計 
◦ジェネリック医薬品の利用率92.1%は厚生労働省の

目標値80%を大きく上回る水準である。引き続き、全
国の公立病院に範を垂れる取り組みを期待したい。

◦コロナ禍で病院経営に
も厳しい影響が及んで
いることに対して、市と
してしっかりとした支援
を求める。

緊急通報システムの装置

安全・安心をサポートする
防災行政無線

無電柱化が進むさくら参道

令和元年度

決算

◦決算収支の概要
一般会計 特別会計 財産区会計

歳入総額
（前年度比）

418億1,147万1千円
（25億1,922万3千円・5.7%減）

223億3,553万9千円
（667万6千円・0.0%増）

5,761万3千円
（341万8千円・6.3%増）

歳出総額
（前年度比）

403億7,782万6千円
（29億5,771万1千円・6.8%減）

216億8,150万5千円
（3億8,415万4千円・1.8%増）

531万4千円
（353万7千円・40.0%減）

芦屋市議会がチェック!!

 ◆は令和元年度に実施された事業など
◦は委員からの指摘・要望事項

令和元年度（2019年度）
決算を認定しました 決算の概要はコチラ扌

賛成 反対 賛成 賛成 賛成 賛成
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こ
ど
も
の
医
療
費
の

無
償
化
に
つ
い
て

議
員	

平
成
27
年
度
に
一
般
世

帯
に
も
幼
児・児
童
の
医
療
費

無
償
化
が
適
用
さ
れ
た
が
、一

方
で
小
児
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
の

利
用
者
が
増
え
、混
雑
す
る
問
題
も
顕
在
化
し
た
。

待
ち
時
間
が
長
く
な
る
と
感
染
リ
ス
ク
や
病
状
悪

化
が
懸
念
さ
れ
る
が
、制
度
の
見
直
し
や
免
疫
力

を
高
め
る
施
策
を
展
開
す
る
な
ど
、混
雑
解
消
に

向
け
た
取
り
組
み
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市

	

持
続
可
能
な
制
度
設
計
の
必
要
性
は
認
識

し
て
い
る
が
、少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
中
、子

育
て
支
援
策
の
一
つ
と
し
て
、ま
た
、早
期
に
適
切

な
医
療
を
受
診
で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
重

症
化
を
防
ぎ
、医
療
費
の
増
大
を
抑
制
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
た
め
、

現
時
点
に
お
い
て
、こ
ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度

の
見
直
し
は
考
え
て
い
な
い
。

　
市
民
へ
の
啓
発
は
、窓
口
で
の
手
続
や
受
給
者

証
の
更
新
案
内

の
際
に
、お
薬

手
帳
の
持
参

促
進
や
休
日・

夜
間
受
診
の
見

直
し
を
記
載
し

た
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
で
周
知
す
る

と
と
も
に
、広

報
紙
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
適

正
な
受
診
の
啓

発
に
努
め
て
い

る
。 浅

海 
洋
一
郎�

日
本
維
新
の
会

小
中
学
校
の
授
業
の
遅
れ
と

不
登
校
の
対
策
を
求
め
る

議
員	

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
小
中

学
校
の
休
業
に
伴
う
学
習
の

遅
れ
は
、小
学
6
年
生
や
中
学

3
年
生
は
受
験
を
控
え
て
い

る
の
で
特
に
影
響
が
大
き
い
。遅
れ
を
今
年
度
内

に
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
。市
の
見
解
を

問
う
。

教
委	

市
内
小
中
学
校
に
お
け
る
現
時
点
で
の
学

習
指
導
に
つ
い
て
は
、臨
時
休
業
に
よ
り
授
業
が

で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、教
育
課
程
を
再
編
成

し
、感
染
防
止
対
策
を
講
じ
な
が
ら
教
育
活
動
を

進
め
て
い
る
。学
習
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、今

年
度
末
に
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
内
容
を
全
て
の
教

科
に
お
い
て
履
修
で
き
る
よ
う
、夏
季
休
業
日
の

短
縮
等
に
よ
り
授
業
時
数
の
確
保
を
す
る
と
と
も

に
、学
習
内
容
の
ポ
イ
ン
ト
を
精
選
し
な
が
ら
来

年
度
に
持
ち
越
さ
な
い
よ
う
に
計
画
し
、教
育
活

動
を
行
っ
て
い
る
。

議
員	

本
市
は
、不
登
校
対
策
に
一
生
懸
命
取
り
組

ん
で
い
る
が
、中
学
校
の
不
登
校
の
割
合
が
国・県

平
均
よ
り
も
高
い
の
は
な
ぜ
か
。

教
委	

教
育
委
員
会
と
し
て
も
こ
の
状
況
を
課
題

と
し
て
捉
え
て
お
り
、

不
登
校
児
童
生
徒
に

対
し
て
、さ
ら
に
組
織

的
に
適
切
な
関
わ
り

を
推
進
す
る
こ
と
や
、

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
を
活
用

し
た
ケ
ー
ス
会
議
を

開
催
す
る
な
ど
対
応

し
て
い
る
。

◆
そ
の
他
の
質
問

・市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

・ご
み
問
題
と
減
量
化
に
つ
い
て 

松
木 

義
昭�

自
由
民
主
党
芦
屋
市
議
会
議
員
団

芦
屋
市
働
き
方
改
革
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

議
員	

昨
年
の
働
き
方
改
革
取

組
方
針
と
実
施
計
画
策
定
か

ら
1
年
経
っ
た
現
在
、「
心
身

の
健
康
増
進
」に
お
け
る
職
員

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
対
象
の
長
期
療
養
者
は
何
名
い

る
の
か
。そ
の
増
減
傾
向
は
。そ
し
て
対
策
は
あ
る

の
か
。

市

	

策
定
時
で
あ
る
令
和
元
年
7
月
時
点
で
の

3
か
月
以
上
の
長
期
療
養
者
は
、退
職
し
た
1
名

を
含
め
21
名
、う
ち
精
神
疾
患
に
よ
る
も
の
は
11

名
で
、そ
れ
ぞ
れ
療
養
開
始
直
後
か
ら
、職
員
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
E
A
P
と
所
属
長
、健
康
管

理
担
当
者
が
連
携
し
な
が
ら
ケ
ー
ス
に
応
じ
て
支

援
を
し
て
い
る
。今
年
度
8
月
末
時
点
で
の
長
期

療
養
者
は
22
名
、う
ち
精
神
疾
患
に
よ
る
も
の
は

13
名
で
、直
近
5
年
で
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、再
発

や
長
期
化
の
防
止
が
重
要
課
題
と
考
え
て
い
る
こ

と
か
ら
、長
期
療
養
か
ら
の
復
帰
支
援
方
法
の
改

善
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

議
員	

長
期
療
養
か
ら
退
職
し
た
職
員
と
、こ
の
た

び
の
市
幹
部
職
員
パ
ワ
ハ
ラ
事
件
と
の
因
果
関
係

は
調
査
し
た
の
か
。

市

	

今
回
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
対
象
職
場
に
お

け
る
長
期
療
養
者
の
状

況
は
診
断
書
等
で
適
宜

確
認
を
し
て
い
る
。

◆
そ
の
他
の
質
問

・市
内
ペ
ッ
ト
霊
園
火
葬
場
の
設
置
に
つ
い
て

青
山 

暁�

B
E 

A
S
H
I
Y
A

芦
屋
市
の
内
部
統
制
に
つ
い
て

議
員	

内
部
統
制
と
は
、業
務
の

健
全
な
遂
行
の
た
め
に
守
る

べ
き
ル
ー
ル
や
仕
組
み
の
こ

と
で
あ
る
。パ
ワ
ハ
ラ
問
題
が

発
覚
し
た
今
こ
そ
、職
員
の
モ
ラ
ル
の
低
下
防
止

や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
を
重
視
し
た
内
部
統
制
の

方
針
の
策
定
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市

	

内
部
統
制
の
方
針
の
策
定
は
、本
市
は
努
力

義
務
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、職
員
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
や
綱
紀
粛
正
通
知
等
で
、法
令
遵
守
、適
正
な
事

務
処
理
の
確
保
を
職
員
に
周
知
し
、意
識
付
け
を
図

る
と
と
も
に
、阪
神
間
等
の
動
向
に
つ
い
て
調
査・

研
究
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。都
道
府
県
等

が
今
年
度
か
ら
制
度
の
運
用
を
開
始
し
、そ
の
報
告

書
が
令
和
3
年
度
に
監
査
お
よ
び
議
会
を
経
て
公

表
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
た
め
、今
後
、都
道
府
県

等
か
ら
公
表
さ
れ
た
内
容
も
精
査
し
、本
市
の
内
部

統
制
の
取
り
組
み
と
比
較
検
討
し
な
が
ら
、最
適
な

制
度
設
計
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

特
殊
詐
欺
防
止
に
つ
い
て

議
員	

多
発
す
る
特
殊
詐
欺
防
止
対
策
と
し
て
、自

動
通
話
録
音
機
器
の
貸
出
し
を
提
案
す
る
が
、市

の
見
解
を
問
う
。

市

	

自
動
通
話
録
音
機
器
は
、他
市
で
の
導
入
実

績
を
踏
ま
え
、研
究
し
て
い
く
。

福
井 

美
奈
子�

自
由
民
主
党
芦
屋
市
議
会
議
員
団

パ
ワ
ハ
ラ
問
題
に
関
す
る

市
の
対
応
に
つ
い
て

議
員	

男
性
幹
部
に
よ
る
パ
ワ

ハ
ラ
は
度
が
過
ぎ
て
お
り
、暴

行
罪
に
当
た
る
可
能
性
を
排

除
で
き
な
い
と
思
う
が
、そ
の

認
識
は
？

市

	

今
回
の
件
に
関
し
、刑
法
犯
と
い
う
形
で
の

取
り
扱
い
は
考
え
て
い
な
い
。

議
員	

男
性
幹
部
は
パ
ワ
ハ
ラ
の
過
程
で
副
市
長

と
の
長
年
の
付
き
合
い
を
吹
聴
し
、職
員
を
萎
縮

さ
せ
て
い
た
と
い
う
が
、ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

市

	

私（
副
市
長
）の
名
前
が
ど
う
い
っ
た
場
面

で
ど
れ
ほ
ど
の
効
果
を
発
揮
し
た
か
に
関
し
て

は
、今
回
の
調
査
の
対
象
項
目
の
中
に
も
出
て
お

り
、そ
の
こ
と
に
関
す
る
事
実
認
定
も
し
て
い
る
。

も
し
当
該
職
員
が
そ
う
い
っ
た
意
図
を
持
っ
て
私

と
の
付
き
合
い
を
使
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、そ
れ
も

一
種
の
パ
ワ
ハ
ラ
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て

議
員	

不
登
校
の
生
徒
向
け
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

の
検
討
状
況
は
？

教
委	

教
室
以
外
の
場
所
で
の
学
習
機
会
の
提
供

に
つ
い
て
は
、別
室
登

校
し
て
い
る
児
童
に

対
し
、校
内
で
の
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
を
実
施

し
て
い
る
学
校
も
あ

る
た
め
、別
室
登
校
や

不
登
校
児
童
生
徒
も

学
校
外
で
授
業
に
参

加
で
き
る
よ
う
計
画

し
、環
境
整
備
を
進
め

て
い
る
。

川
上 

あ
さ
え�

自
由
民
主
党
芦
屋
市
議
会
議
員
団

本
市
幹
部
職
員
の
パ
ワ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て

議
員	

市
長
、副
市
長
と
も
に
、

職
員
か
ら
の「
申
出
書
」を
10

カ
月
間
も
放
置
し
、同
時
に
幹

部
職
員
の
パ
ワ
ハ
ラ
を
知
っ

た
の
は
今
年
6
月
17
日
の
新
聞
報
道
と
い
う
が
、

理
解
し
難
い
。そ
の
理
由
は
何
か
。

市

	

申
出
書
は
時
間
外
勤
務
申
請
の
却
下
に
関

す
る
も
の
で
、そ
れ
だ
け
で
は
パ
ワ
ハ
ラ
に
該
当

し
な
い
と
判
断
し
た
こ
と
か
ら
、現
状
へ
の
改
善

要
求
と
捉
え
、人
事
異
動
の
検
討
も
含
め
て
対
応

し
て
き
た
が
、ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
調
査
委
員
会
の
報

告
に
も
あ
る
と
お
り
、当
該
職
員
に
対
し
苦
情
処

理
委
員
会
を
開
催
し
な
い
理
由
を
長
期
間
に
わ

た
り
説
明
し
な
か
っ
た
点
は
、不
適
切
な
対
応
で

あ
っ
た
。ま
た
、面
談
に
お
い
て
職
員
か
ら
直
接
、

パ
ワ
ハ
ラ
に
当
た
る
よ
う
な
具
体
的
な
訴
え
が
な

か
っ
た
と
し
て
も
、苦
情
処
理
委
員
会
の
開
催
を

促
す
な
ど
可
及
的
速
や
か
に
パ
ワ
ハ
ラ
の
正
式
な

手
続
を
指
示
す
べ
き
で
あ
っ
た
。

議
員	

今
回
の
パ
ワ
ハ
ラ
は
数
年
間
に
わ
た
る
も

の
で
、上
層
部
の
関
与
の
可
能
性
も
否
定
で
き
な

い
と
思
う
が
、い
ま
一
度
市
長
の
反
省
の
弁
を
お

聞
き
し
た
い
。

市

	

当
該
職
員
と
複
数
回
の
面
談
を
行
い
な
が

ら
も
、パ
ワ
ハ
ラ
と
し
て
受
け
止
め
る
こ
と
が
で

き
ず
、適
切
な
指
示
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
よ

り
被
害
に
遭
わ
れ
た
職
員
の
方
々
に
は
、長
期
間

苦
し
い
思
い
を
さ
せ
た
こ
と
、ま
た
、市
政
に
対
す

る
市
民
の
皆
様
の
信
頼
を
損
な
っ
た
こ
と
に
つ
い

て
、深
く
お
わ
び
申
し
上
げ
る
。今
後
、再
発
防
止

に
努
め
る
と
と
も
に
、万
が
一
の
場
合
に
備
え
、適

切
な
対
応
を
迅
速
に
行
え
る
よ
う
、早
急
に
対
策

を
講
じ
て
い
く
。

大
塚 

の
ぶ
お�

B
E 

A
S
H
I
Y
A

な
ぜ
市
役
所
で
の
パ
ワ
ハ
ラ
が

放
置
さ
れ
て
い
た
の
か
？

議
員	

議
会
か
ら
の
指
摘
が
無

け
れ
ば
、い
ま
だ
に
パ
ワ
ハ
ラ

は
継
続
し
て
い
た
の
か
。

市

	

今
回
の
事
案
は
、本
年

6
月
の
一
般
質
問
の
後
、パ
ワ
ハ
ラ
が
疑
わ
れ
る

内
容
の
新
聞
報
道
が
あ
る
ま
で
、本
市
と
し
て
は

パ
ワ
ハ
ラ
事
案
と
し
て
の
認
識
は
な
く
、そ
れ
ら

が
調
査
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
こ
と
は
指
摘
の
と

お
り
で
あ
る
。

議
員	

昨
年
8
月
9
日
に
職
員
8
名
か
ら
提
出
さ

れ
た
申
出
書
に「
時
間
外
勤
務
申
請
の
却
下
は
パ

ワ
ハ
ラ
で
は
」と
の
文
言
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、超
過
勤
務
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
の

問
題
と
矮
小
化
し
た
の
は
な
ぜ
か
。

市

	

面
談
に
お
い
て
職
員
か
ら
直
接
、パ
ワ
ー
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
に
当
た
る
よ
う
な
具
体
的
な
訴
え
は

な
く
、上
司
と
部
下
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

不
足
な
ど
に
関
し
て
の
内
容
で
あ
っ
た
。申
出
書

の
中
に「
パ
ワ
ハ
ラ
」の
文
言
は
あ
っ
た
が
、時
間

外
勤
務
申
請
の
却
下
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、そ

れ
だ
け
で
は
パ
ワ
ハ
ラ
に
該
当
し
な
い
と
判
断
し

た
。

議
員	

外
部
委
員
だ
け
で
再
調
査
す
べ
き
で
は
？

市

	

今
回
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
調
査
委
員
会
は
、客

観
性
と
迅
速
性
の
両
立
を
図
る
観
点
か
ら
、第
三

者
委
員
会
で
は
な
く
、職
員
以
外
に
本
市
と
利
害

関
係
の
な
い
弁
護
士
を
加
え
る
こ
と
で
、客
観
性

や
公
平
性
を
担
保
し
た
。全
関
係
者
を
調
査
対
象

と
し
、協
力
が
得
や
す
い
よ
う
調
査
票
の
集
計
や

ヒ
ア
リ
ン
グ
は
弁
護
士
の
み
で
行
い
、個
人
が
特

定
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
中
で
、遺
漏
の
な
い
調

査
を
実
施
で
き
た
た
め
、改
め
て
第
三
者
委
員
会

に
よ
る
再
調
査
を
行
う
考
え
は
な
い
。

帰
山 

和
也�

公
明
党

こども医療費助成（円／1人当たり）
40,000

30,000

20,000

10,000

0

18,22518,225

7,9177,9176,5116,5116,8316,831

H.24H.24 H.25H.25 H.26H.26 H.27H.27 H.28H.28 H.29H.29 H.30H.30 H.31H.31

25,99025,990 27,73227,732 27,86827,868 28,59728,597

助成額（円）

こども医療費助成の１人当たりの助成額の推移

質 問般一
9月9日～ 11日の3日間に19人の議員が、計36項目の一般質問を行いました。9月9日～ 11日の3日間に19人の議員が、計36項目の一般質問を行いました。
質問時間は、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、6月定例会に引き質問時間は、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、6月定例会に引き
続き、議員1人当たり30分以内（通常40分）としました。内容の一部を紹介します。続き、議員1人当たり30分以内（通常40分）としました。内容の一部を紹介します。

詳細は市議会ホームページ「議会中継」をご覧ください。詳細は市議会ホームページ「議会中継」をご覧ください。

9月9日～ 11日の3日間に19人の議員が、計36項目の一般質問を行いました。
質問時間は、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、6月定例会に引き
続き、議員1人当たり30分以内（通常40分）としました。内容の一部を紹介します。

詳細は市議会ホームページ「議会中継」をご覧ください。

詳しくはコチラから➡詳しくはコチラから➡詳しくはコチラから➡

山手中学校



9 82020年11月　No.114  ｜  あしや市議会だよりあしや市議会だより  ｜  2020年11月　No.114

J
R
芦
屋
駅
南
地
区
再
開
発
は

芦
屋
の
財
政
力
な
ら
可
能
だ

議
員	

J
R
芦
屋
駅
南
地
区
再

開
発
は
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
だ
。

平
成
7
年
に
事
業
反
対
の
請

願
を
採
択
し
な
が
ら
、一
方

で
推
進
に
賛
成
す
る
請
願
も
採
択
し
た
と
い
う

信
じ
ら
れ
な
い
決
定
を
し
て
お
り
、常
に
議
会
が

こ
の
地
域
開
発
の
壁
に
な
っ
て
い
た
。市
負
担
の

約
1
2
0
億
円
は
、長
期
間
の
返
済
計
画
を
作
成

し
、過
度
な
負
担
を
少
な
く
し
て
推
進
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

市

	

J
R
芦
屋
駅
南
地
区
再
開
発
事
業
に
係
る

本
市
の
負
担
額
は
、本
年
2
月
に
公
表
し
た
長
期

財
政
収
支
見
込
み
に
お
い
て
、約
79
億
円
を
見
込

ん
で
お
り
、今
後
10
年
間
で
予
定
さ
れ
て
い
る
投

資
的
事
業
の
中
で
も
大
き
な
事
業
規
模
で
あ
る
こ

と
か
ら
、事
業
費
に
徹
底
的
な
精
査
を
加
え
る
と

と
も
に
、国
庫
補
助
や
建
設
地
方
債
等
を
有
効
に

活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、負
担
の
低
減
と
平
準
化

を
図
り
つ
つ
、事
業
を
完
遂
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

長
谷 

基
弘�

あ
し
や 

し
み
ん
の
こ
え

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
避
難
所
の

設
置
運
営
方
針
は

議
員	

感
染
症
流
行
時
の
避
難

所
運
営
に
は
、平
時
よ
り
多
く

の
従
事
者
と
場
所
が
必
要
と

な
る
。留
意
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト

は
ど
ん
な
要
素
か
。そ
れ
を
今
後
、自
主
防
災
組
織

や
市
民
と
ど
う
共
有
し
て
い
く
の
か
。

市

	

留
意
事
項
は
、受
付
時
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
と

有
症
状
者
の
分
離
、マ
ス
ク
着
用
等
の
衛
生
管
理
の

徹
底
や
密
を
避
け
る
対
策
を
取
る
と
と
も
に
、在

宅
避
難
等
の
促
進
や
感
染
症
対
策
用
品
の
備
蓄
の

周
知
を
対
応
方
針
と
し
て
取
り
ま
と
め
て
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、7
月
中
旬
に
は
新
た
な
避
難
行

動
を
示
す
チ
ラ
シ
を
全
戸
配
布
し
た
。避
難
所
開
設

が
長
期
化
し
た
場
合
も
想
定
し
、運
営
を
担
う
地
域

の
方
々
と
8
月
21
日
に
実
施
し
た
訓
練
で
の
意
見

や
庁
内
で
の
検
証
を
踏
ま
え
、避
難
所
開
設
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
改
良
し
、訓
練
当
日
の
映
像
等
を
用
い

て
自
主
防
災
会
等
と
共
有
し
て
い
く
。

議
員	

避
難
所
で
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を

保
つ
た
め
、簡
易
キ
ャ
ン
プ
テ
ン
ト
を
充
足
さ
せ

て
避
難
者
を
保
護
し
て
は
ど
う
か
。

市

	

間
仕
切
り
と
し
て
、

配
慮
を
要
す
る
方
に
は
テ

ン
ト
を
備
え
て
い
く
。ま
た

健
康
な
方
に
は
、段
ボ
ー
ル

等
い
ろ
い
ろ
な
パ
タ
ー
ン

が
あ
る
た
め
、そ
の
と
き
に

調
達
し
や
す
い
形
を
考
慮

し
て
調
達
し
た
い
。

◆
そ
の
他
の
質
問

・ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
学
期
編
成
に
つ
い
て

・
気
象
警
報
に
依
存
し
な
い
学
校
独
自
の
対
処

方
針
を

寺
前 
尊
文�

会
派
に
属
さ
な
い
議
員

芦屋市が追加発注予定の災害用簡易
テントのイメージ（防災安全課提供）

パ
ワ
ハ
ラ
問
題
に
つ
い
て

議
員	

市
の
内
部
調
査
は
最
大

の
当
事
者
で
あ
る
被
害
職
員

か
ら
直
接
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
し

て
い
な
い
。こ
れ
は
調
査
の
最

大
の
欠
陥
だ
。そ
し
て
当
該
部
署
の
事
業
を
パ
ワ

ハ
ラ
と
い
う
問
題
で
滞
ら
せ
た
く
な
い
か
ら
人
事

で
加
害
職
員
を
残
し
た
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な

い
の
で
は
な
い
か
。

市

	

課
員
か
ら
人
事
異
動
で
解
決
し
て
ほ
し
い

と
い
う
声
は
あ
っ
た
が
、人
事
異
動
で
解
決
す
る

に
は
限
界
が
あ
る
た
め
、人
事
異
動
に
頼
る
の
で

は
な
く
、課
員
と
上
司
が
一
緒
に
な
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
増
や
し
、風
通
し
の
よ
い
、働
き
や

す
い
職
場
環
境
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
根
本
的

な
解
決
に
な
る
と
考
え
た
。市
民
の
た
め
の
事
業

で
あ
り
、進
め
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
は
あ
る

が
、職
員
の
こ
と
は
、や
は
り
私（
市
長
）は
守
っ
て

い
き
た
い
。た
だ
、今
回
は
私
が
し
っ
か
り
と
対
応

を
し
な
か
っ
た
た
め
に
、長
期
間
に
わ
た
り
当
該

職
員
に
つ
ら
い
思
い
を
さ
せ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は

申
し
訳
な
い
。私
が
こ
の
事
業
を
進
め
て
く
れ
と

部
長
級
に
お
願
い
し
た
の
で
、最
終
的
な
責
任
は

私
だ
と
思
っ
て
い
る
。

議
員	

加
害
者
は
被
害
者
に
謝
罪
を
し
た
の
か
。

市

	

現
段
階
に
お
い
て
確
認
で
き
て
い
な
い
が
、

結
果
的
に
加
害
者
と
な
っ
た
職
員
も
、今
回
の
件

で
精
神
的
に
相
当
な
負
担
を
感
じ
て
い
る
部
分
が

あ
る
。今
後
の
対
応
に
つ
い
て
は
、そ
う
い
っ
た
こ

と
も
含
め
て
話
を
す
る
。

◆
そ
の
他
の
質
問

・行
財
政
改
革
に
つ
い
て

・広
域
連
携
に
つ
い
て

徳
田 

直
彦�

公
明
党

市
民
に
将
来
性
の
あ
る

重
要
な
議
論
に
つ
い
て

議
員	

南
芦
屋
浜
地
区
の
小
学

校
建
設
中
止
は
、議
会
で
議

論
さ
れ
る
こ
と
な
く
、２
か

月
と
い
う
短
期
間
で
判
断
が

下
さ
れ
た
。建
築
費
は
過
大
に
見
積
も
ら
れ
、避
難

所
の
必
要
性
や
市
の
将
来
性
の
議
論
す
ら
さ
れ
て

い
な
い
。白
紙
撤
回
後
も
計
画
自
体
を
な
ぜ
見
直

さ
な
い
の
か
。

教
委	

南
芦
屋
浜
地
区
に
は
小
学
校
が
で
き
る
も
の

と
考
え
て
い
た
が
、阪
神・
淡
路
大
震
災
で
多
く
の

学
校
が
被
害
を
受
け
、既
存
の
学
校
の
整
備
が
先
に

な
っ
た
。そ
の
後
、潮
見
地
区
の
子
ど
も
が
減
少
し
、

潮
見
小
学
校
だ
け
で
も
南
芦
屋
浜
地
区
の
子
ど
も

を
十
分
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
状
況
と
な
っ
た
が
、学

習
環
境
や
通
学
距
離
等
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
、学

校
が
あ
っ
て
い
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。し
か

し
、多
大
な
予
算
を
使
う
こ
と
か
ら
市
長
部
局
に
検

討
を
お
願
い
し
、市
民
の
意
見
も
聞
く
中
で
、予
算

決
定
権
の
あ
る
市
長
か
ら
小
学
校
建
設
を
し
な
い

と
の
判
断
を
頂
き
、教
育
委
員
会
と
し
て
も
そ
れ
を

非
常
に
重
く
受
け
止
め
、断
念
し
た
。

登
下
校
中
の
熱
中
症
対
策

議
員	

ウ
ォ
ー
タ
ー
ク
ー
ラ
ー

は
学
校
の
門
前
に
設
置
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

教
委	

全
学
校
に
設
置
し
て
い

る
が
、数
に
限
り
が
あ
る
た

め
、設
置
場
所
は
相
談
の
上
、

子
ど
も
た
ち
が
一
番
活
用
で

き
る
場
所
に
し
て
い
る
。

◆
そ
の
他
の
質
問

・
幼
稚
園・
保
育
園
、小
学
校
等
で
警
報
発
令
時

の
連
絡
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

た
か
お
か 

知
子�

あ
し
や 

し
み
ん
の
こ
え

財
政
の
考
察
と
こ
れ
か
ら
の
政
策
の

推
進・ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

議
員	

新
た
な
事
業
へ
投
資
す

る
た
め
の
予
算
を
捻
出
す
る

方
法
と
し
て
は
、行
財
政
改
革

等
に
よ
る
歳
出
額
の
抑
制
が

最
も
一
般
的
で
あ
る
が
、な
ぜ
行
政
は
本
市
に
住

む
方
を
増
や
し
て
、市
民
税
や
固
定
資
産
税
等
を

増
や
し
て
い
く
と
い
っ
た「
入
り
」の
議
論
を
あ
ま

り
し
な
い
の
か
。こ
れ
か
ら
の
政
策
推
進
、ま
ち
づ

く
り
に
財
政
上
必
要
な
視
点
は
何
か
。

市

	

本
市
は
市
税
に
支
え
ら
れ
て
い
る
割
合
が
大

き
い
こ
と
か
ら
、今
後
の
市
の
人
口
減
少
を
最
小
限

に
抑
え
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
が
、政
策
の
推
進
や

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
必
要
な
視
点
は
、東
京
へ
の

一
極
集
中
か
ら
分
散
型
へ
の
流
れ
な
ど
、求
め
ら
れ

変
化
す
る
社
会
構
造
の
中
で
の
本
市
の
立
ち
位
置

を
見
据
え
た
上
で
、人
口
減
少
社
会
に
対
応
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
、行
政
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
を
維
持

し
て
い
く
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
。

中
村 

亮
介�

あ
し
や 

し
み
ん
の
こ
え

公
共
の
場
所
で
の

マ
ナ
ー
向
上
に
つ
い
て

議
員	

最
近
、歩
き
ス
マ
ホ
の
姿

が
目
に
つ
く
。事
故
に
つ
な
が

る
危
険
性
が
あ
り
、過
去
に
は
、

死
亡
事
故
も
起
き
て
い
る
。歩

き
ス
マ
ホ
を
禁
止
す
る
な
ど
の
対
策
が
必
要
で
は

な
い
か
。

市

	

歩
き
ス
マ
ホ
に
対
す
る
取
り
組
み
は
、交
通

安
全
上
の
危
険
性
を
啓
発
し
て
い
る
が
、ス
マ
ホ

使
用
者
の
さ
ら
な
る
意
識
向
上
が
課
題
で
あ
る
。

歩
き
ス
マ
ホ
は
、自
身
や
他
者
を
巻
き
込
む
交
通

事
故
に
つ
な
が
る
危
険
な
行
為
で
あ
る
こ
と
を
一

人
一
人
に
認
識
し
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る

た
め
、条
例
に
よ
る
規
制

で
は
な
く
、交
通
安
全
運

動
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で

の
啓
発
等
に
よ
り
、機
会

あ
る
ご
と
に
意
識
の
浸

透
を
進
め
て
い
く
。

議
員	

公
園
で
の
た
ば
こ
や
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
が

後
を
絶
た
な
い
。公
園
内
は
、4
月
か
ら
兵
庫
県
の

条
例
に
よ
っ
て
禁
煙
と
な
っ
た
こ
と
を
周
知
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

市

	

公
園
の
た
ば
こ
や
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
禁
止

の
啓
発
は
、こ
れ
ま
で
も
巡
回
や
通
報
を
受
け
、看

板
を
設
置
す
る
な
ど
取
り
組
ん
で
き
た
。新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
伴
い
、公
園
利
用

者
が
増
え
て
い
る
た
め
、改
め
て
公
園
の
利
用
に

関
す
る
お
願
い
と
し
て
、4
月
の
県
の
条
例
改
正

に
よ
る
公
園
で
の
禁
煙
と
ご
み
の
持
ち
帰
り
の
徹

底
に
つ
い
て
、看
板
の
設
置
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

の
掲
載
等
に
よ
り
周
知
を
進
め
て
い
る
。

◆
そ
の
他
の
質
問

・
行
動
経
済
学「
ナ
ッ
ジ
」理
論
を
行
政
に
活
用

し
て
は

田
原 

俊
彦�

公
明
党

芦
屋
市
内
の
防
犯
カ
メ
ラ
の

現
状
に
つ
い
て

議
員	

事
務
事
業
評
価
報
告
書

に
、補
助
金
制
度
を
活
用
し
て

地
域
で
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置

を
推
進
す
る
と
あ
っ
た
が
、現

状
市
内
に
何
台
設
置
さ
れ
て
い
る
の
か
。

市

	

防
犯
カ
メ
ラ
は
令
和
元
年
度
ま
で
に
市
内

に
1
5
2
台
を
設
置
し
て
お
り
、近
隣
市
の
状
況

や
刑
法
犯
罪
の
認
知
件
数
等
か
ら
、犯
罪
抑
止
効

果
が
期
待
で
き
る
台
数
が
整
備
で
き
た
と
考
え
て

い
る
。警
察
か
ら
の
情
報
や
地
域
の
要
望
な
ど
を

も
と
に
選
定
し
た
有
効
性
の
高
い
場
所
へ
配
置
し

て
お
り
、現
時
点
で
は
増
設
す
る
考
え
は
な
い
。

議
員	
他
市
で
は
、急
速
に
普
及
が
進
ん
で
い
る
ド

ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
に
よ
る
見
守
り
協
力
者
を
募

集
し
、市
民
と
行
政
と
警
察
が
連
携
し
て「
動
く
防

犯
カ
メ
ラ
」と
し
て
活
用
し
て
い
る
が
、本
市
と
し

て
の
検
討
状
況
は
？

市

	

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
防
犯
カ
メ
ラ
と

し
て
の
活
用
は
、近
隣
市
等
の
取
り
組
み
を
参
考

に
、警
察
の
意
向
や
個
人
情
報
保
護
の
観
点
も
踏

ま
え
、実
効
性
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。

米
田 

哲
也�

自
由
民
主
党
芦
屋
市
議
会
議
員
団

人
口
の
社
会
増
減
の
分
析
お
よ
び

流
入
促
進
策
に
つ
い
て

議
員	

総
務
省
統
計
局
が
発
行

す
る
住
民
基
本
台
帳
人
口
移

動
報
告
に
よ
る
過
去
5
年
の

デ
ー
タ
を
見
る
と
、流
出
が

目
立
つ
の
は
10
代
、20
代
で
あ
る
。理
由
を
分
析
し

て
い
る
か
。

市

	

若
年
層
の
転
出
超
過
の
主
な
要
因
は
、進
学

や
就
職
に
伴
う
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

議
員	

10
代
と
20
代
は
本
市
に
実
家
が
あ
る
可
能

性
が
高
く
、
U
タ
ー
ン
で
の
再
流
入
が
見
込
ま
れ

る
。こ
の
層
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
ど
う
考
え

る
の
か
。

市

	

子
育
て
世

代
へ
本
市
の
魅

力
を
訴
求
す
る

た
め
、創
生
総

合
戦
略
の
基
本

目
標
の
一
つ
に

「
若
い
世
代
の

子
育
て
の
希
望

を
か
な
え
る
」

を
掲
げ
、子
育

て
や
学
校
教
育

の
充
実
を
目
指

す
と
と
も
に
、

新
成
人
が
成

人
式
を
自
ら
企

画・
運
営
す
る

「
成
人
式
2・
0
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」や
、高
校
生
で

組
織
す
る「
A
S
H
I
Y
A
想
創
課
」が
市
制
施
行

80
周
年
記
念
事
業
協
議
会
実
行
委
員
会
を
担
う
な

ど
、若
い
世
代
に
よ
る
情
報
発
信
な
ど
も
行
っ
て

い
る
。

◆
そ
の
他
の
質
問

・業
務
量
の
可
視
化
に
よ
る
業
務
改
善
に
つ
い
て

大
原 

裕
貴�

日
本
維
新
の
会

JR芦屋駅の南側（令和2年3月撮影）

歩きスマホは危険です

年齢別人口流出数（流入数−流出数）
2015

年
2016

年
2017

年
2018

年
2019

年
平均値

（除く2017）
10代 50 54 13 −19 49 34
20代 −213 −93 −8 −244 −334 −221
30代 −53 −79 11 52 111 8
40代 −7 0 −10 −51 35 −6
50代 47 21 117 37 20 31
60代以上 5 −6 62 44 32 19
合計 −171 −103 185 −181 −87 −136

総務省『住民基本台帳人口移動報告』より抜粋

出典	 令和２年度地方財政白書	 地方財政状況調査
	 （総務省）	 （総務省）
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議案番号 件名 結果 内容
条例の制定
55 障がいを理由とする差別のない誰もが共に暮らせるまち条例 可決 詳しくは2ページの「注目の議案」をご覧ください。
条例の一部改正

52 附属機関の設置に関する条例 可決 「芦屋市水道事業経営審議会」の担任事務に下水道事業の経営に関する事項についての
調査審議を加えることに伴い、関係規定を整備するもの

53 特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する
条例 否決 既に行われている5%の減額措置に加えて、今般のハラスメント事案を受け、市長および

副市長の令和2年10月分の給料月額をさらに10%減額するもの
54 市立幼保連携型認定こども園の設置及び管理に関する条例 可決 詳しくは3ページの「注目の議案」をご覧ください。
条例の廃止

56 阪神間都市計画事業芦屋西部第二地区震災復興土
地区画整理事業施行規程 可決 当該事業の事業期間は平成10年3月26日から平成27年3月31日までで、その後も清算金

の徴収事務を行ってきたが、このたび清算事務が完了したため、施行規程を廃止するもの
令和2年度補正予算

49 一般会計補正予算（第5号） 可決
新型コロナウイルス感染症対策として、キャッシュレス決済ポイント事業や妊婦臨時特別
給付金事業のほか、各種健（検）診事業における24時間予約・変更可能なWEB予約シス
テムの導入経費等を追加するもの

57 一般会計補正予算（第6号） 可決 新型コロナウイルス感染症対策として、GIGAスクール構想関連事業や住居確保給付金事業
を含む各事業費のほか、法改正に伴う住民基本台帳システム等の改修経費を追加するもの

58 都市再開発事業特別会計暫定補正予算（第3号） 可決 令和2年10月から12月までの人件費および事務費等を追加するもの

59 病院事業会計補正予算（第1号） 可決
コロナ禍において、医療機関で従事した医療従事者等に対して、兵庫県が実施する交付
事業に基づく慰労金を給付するため、交付金を受け入れることによる特別利益および慰
労金の給付による特別損失をそれぞれ増額するもの

令和元年度決算
62 各会計決算の認定 認定 詳しくは4・5ページの「令和元年度決算」をご覧ください。

63 下水道事業会計決算の認定 認定 【総収益】31億5,637万2千円  【総費用】26億8,845万1千円
【差引収支】4億6,792万1千円の純利益  【当年度未処分利益剰余金】4億6,792万676円

64 下水道事業会計未処分利益剰余金の処分 可決 令和元年度決算において生じた未処分利益剰余金4億6,792万676円のうち、2億円を
資本金に組み入れ、2億6,792万676円を減債積立金に積み立てるもの

65 水道事業会計決算の認定 認定 【総収益】21億2,286万2千円  【総費用】18億6,690万1千円
【差引収支】2億5,596万1千円の純利益  【当年度未処分利益剰余金】3億3,298万5千円

66 病院事業会計決算の認定 認定 【総収益】53億576万9千円  【総費用】53億6,721万9千円
【差引収支】6,145万円の純損失  【当年度未処理欠損金】122億1,690万1千円

その他
50 教育委員会委員の任命 同意 令和2年10月1日をもって任期が満了した委員の次期委員を任命するもの

51 人権擁護委員の候補者の推薦 同意 本市地域の人権擁護委員が1名増員されることとなったため、新たに委員を推薦するもの
（任期は令和3年1月1日から）

60 財産の取得 可決
市立精道こども園および市立西蔵こども園の整備に係る厨房機器一式を取得すること
について、条件付き一般競争入札により、株式会社中西製作所神戸営業所と税込4,714
万3,800円で契約するもの

61 財産の取得 可決 詳しくは3ページの「注目の議案」をご覧ください。
議員提出議案

12 教職員定数の改善及び義務教育費国庫負担制度堅
持に係る意見書 可決

下記請願第4号の採択に伴い、提出する意見書。子どもたちの教育環境改善のために、
計画的な教職員定数改善を推進すること、また、教育の機会均等と水準の維持向上を図
るため、義務教育費国庫負担制度の負担割合を堅持することを国に対して要望するもの

13 芦屋保健所の存続を求める意見書 可決
下記請願第5号の採択に伴い、提出する意見書。政府に対して、これ以上の保健所統廃
合が進まないように保健衛生行政を見直されるよう要望するとともに、兵庫県に対して、
芦屋保健所を宝塚保健所の分室とする方針を見直し、独立した保健所として存続される
よう要請するもの

14 少人数学級への前進を求める意見書 可決 下記請願第6号の採択に伴い、提出する意見書。少人数学級へ向けた改善を速やかに前
進させていただくよう国や県に対し要請するもの

15 市職員パワハラ問題について第三者委員会の設置に
よる調査を求める決議

修正
可決 市当局に対し、第三者委員会を速やかに設置し、調査を行いその結果の公表を求めるもの

請願

4 教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度を堅持す
るための、2021年度政府予算に係る請願書 採択

1．子どもたちの教育環境改善のために、計画的な教職員定数改善を推進すること。具体
的には新型コロナウイルス感染症の終息が見通せない状況が続く中、新学習指導要領
の全面実施もふまえ、少人数学級の着実な推進をはかること。2．教育の機会均等と水
準の維持向上をはかるため、義務教育費国庫負担制度の負担割合を堅持すること。

5 保健所統廃合に関する意見書採択を求める請願 採択 「保健所統廃合計画をやめ、芦屋保健所の存続・拡充を求める」との、国・県にあてた意見
書を採択していただくこと。

6 少人数学級への前進を求める意見書採択を求める請願 採択 国・県に「少人数学級への速やかな前進を求める」との意見書を採択していただくこと。

◦9月定例会で賛否の分かれた議案の採決の結果は次のとおりです。（8月臨時会では第49号議案のみ審議し、全員一致で可決しています。）

会派名 自由民主党
芦屋市議会議員団

日本共産党
芦屋市議会議員団 BE ASHIYA 公明党 あしや

しみんのこえ
日本

維新の会
会派に

属さない
議員

議決結果

議
員
名

議案番号

松
木
義
昭

川
上
あ
さ
え

福
井
利
道

福
井
美
奈
子

米
田
哲
也

ひ
ろ
せ
久
美
子

平
野
貞
雄

川
島
あ
ゆ
み

青

山

暁

大
塚
の
ぶ
お

中
島
健
一

帰
山
和
也

田
原
俊
彦

徳
田
直
彦

長
谷
基
弘

た
か
お
か
知
子

中
村
亮
介

浅
海
洋
一
郎

大
原
裕
貴

山
口
み
さ
え

寺
前
尊
文

結

果

賛

成

反

対

棄

権
第53号議案 × × × × × ○ ○ ○ × × ― × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 否決 9 11 0
第62号議案 ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 認定 16 4 0
議員提出議案
第15号

修正案 ※1 ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ― ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ 可決 14 6 0
修正部分を除く原案 ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ― ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ 可決 14 6 0

※「○」…賛成、 「×」…反対、 「―」…議長（議長は表決に参加しません。）
※1 修正案の内容については、市議会ホームページ「議員提出議案の審議結果（令和１～４年度）」（右記QRコード参照）をご覧ください。 

▶賛否の分かれた議案

▶審議結果一覧 高
齢
者
の
健
や
か
な

暮
ら
し
の
た
め
に

議
員	

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、フ

レ
イ
ル
予
防
の
観
点
か
ら
要

望
す
る
。「
聞
こ
え
」の
問
題
で

は
、高
額
な
補
聴
器
の
購
入
助

成
、ま
た
、補
聴
援
助
シ
ス
テ
ム
を
公
共
施
設
に
設

置
す
る
よ
う
求
め
る
。

市

	

加
齢
性
難
聴
の
方
へ
の
補
聴
器
の
補
助

は
、市
単
独
補
助
の
実
施
ま
で
は
考
え
て
い
な

い
。他
市
の
状
況
を
注
視
し
つ
つ
、関
係
機
関
と

連
携
し
て
高
齢
者
の
社
会
参
加
の
促
進
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

補
聴
シ
ス
テ
ム
は
現
在
、福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目

的
ホ
ー
ル
と
市
役
所
本
会
議
場
に
設
置
し
て
い

る
が
、受
信
機
の
貸
出
し
実
績
が
少
な
い
た
め
、

周
知
と
状
況
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、今
年

度
、す
こ
や
か
長
寿
プ
ラ
ン
21
策
定
委
員
会
の
意

見
を
聞
い
て
い
く
。

議
員	

居
場
所
づ
く
り
の
た
め
、公
共
施
設
の
使

用
料
の
見
直
し
、ま
た
、散
歩
の
途
中
に
一
休
み

で
き
る
ベ
ン
チ
の
設
置
を
求
め
る
。

市

	

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
高
齢
者
の
方
へ
の
減

免
は
現
在
、介
護
保
険
料
の
減
免
を
実
施
し
て
お

り
、市
内
公
共
施
設
の
使
用
料
の
減
免
ま
で
は
考

え
て
い
な
い
が
、ゆ
う
ゆ
う
倶
楽
部
な
ど
無
料
貸

室
の
周
知
に
努
め
る
な
ど
、高
齢
者
が
コ
ロ
ナ
禍

で
も
社
会
参
加
で
き
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
。ベ

ン
チ
の
設
置
は
、地
域
福
祉
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ロ
グ
ラ
ム
推
進
協
議
会
に
お
い
て
、ま
ち
で
一
休

み
で
き
る
ベ
ン
チ
の
設
置
費
用
を
一
部
助
成
す

る「
わ
が
ま
ち
ベ
ン
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
実
施

し
て
い
る
。平
成
23
年
度
か
ら
現
在
ま
で
18
台
設

置
し
て
お
り
、今
後
も
市
民
と
の
協
働
に
よ
り
周

知
を
図
る
と
と
も
に
、地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
く
。

ひ
ろ
せ 

久
美
子�

日
本
共
産
党
芦
屋
市
議
会
議
員
団

国
保
料
引
上
げ
は
問
題

議
員	

国
保
料
が
引
き
上
げ
ら

れ
た
が
、市
民
が
コ
ロ
ナ
禍
の

歴
史
的
苦
難
に
あ
る
と
き
に

負
担
を
増
や
さ
な
い
と
い
う

市
長
の
政
策
判
断
が
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
は
な

い
の
か
。

市

	

高
齢
化
や
医
療
の
高
度
化
等
に
よ
る
1
人

当
た
り
医
療
費
の
増
加
に
伴
い
、県
へ
の
納
付
金

が
増
加
し
た
た
め
、本
年
度
の
保
険
料
率
を
引
き

上
げ
た
。コ
ロ
ナ
禍
で
収
入
が
減
少
し
た
世
帯
等

に
は
、新
た
に
保
険
料
減
免
基
準
を
設
け
て
負
担

軽
減
を
図
っ
て
い
る
。子
ど
も
に
係
る
均
等
割
保

険
料
の
免
除
や
傷
病
手
当
金
の
対
象
者
の
拡
大

等
、市
独
自
の
軽
減
措
置
は
考
え
て
い
な
い
が
、財

政
支
援
の
拡
充
等
と
あ
わ
せ
て
、全
国
市
長
会
か

ら
国
に
対
し
て
要
望
し
て
い
る
。

マ
ン
シ
ョ
ン
防
災
に
支
援
を

議
員	

マ
ン
シ
ョ
ン
防
災
は
地
域
と
の
連
携
と
と

も
に
、住
居
形
態
の
特
性
か
ら
何
よ
り
も
居
住
者

の
安
全
と
い
う
観
点
で
支
援
を
位
置
付
け
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

市

	

令
和
元
年
12
月
に
実
施
し
た
自
治
会
に
属

し
て
い
な
い
集
合
住
宅
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
、自
主
防
災
会
と
の
連
携
に
よ
り
防
災
活
動

に
必
要
な
人
材
の
確
保
や
防
災
資
源
等
の
活
用
が

期
待
で
き
る
と
い
う
回
答
が
半
数
以
上
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、集
合
住
宅
と
自
主
防
災
会
が
協
働
し
て

防
災
活
動
を
行
う
こ
と
が
、地
域
防
災
力
の
向
上

に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

◆
そ
の
他
の
質
問

・新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

・平
和
行
政
に
つ
い
て

平
野 

貞
雄�

日
本
共
産
党
芦
屋
市
議
会
議
員
団

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
再
発
防
止
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て

議
員	

公
務
職
場
で
の
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
は
許
さ
れ
な
い
が
、

原
則
労
使
間
で
解
決
す
る
課

題
だ
と
考
え
る
。今
後
、再
発

防
止
の
た
め
に
取
り
組
ん
で
行
く
こ
と
は
何
か
。

　
な
お
、時
間
外
勤
務
申
請
に
つ
い
て
改
善
を
求

め
た
職
員
ら
は
、「
申
出
書
」が
自
分
た
ち
の
意
図

と
違
う
形
で
議
会
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と

に
対
し
疲
弊
し
て
い
る
。

市

	

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
再
発
防
止
の
取
り
組
み

と
し
て
、職
員
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
実
態
調
査
の
結
果

の
分
析
、検
証
を
早
急
に
進
め
、こ
れ
を
活
用
し
な

が
ら
、研
修
受
講
の
徹
底
、相
談
や
処
理
に
係
る

体
制
の
見
直
し
を
含
め
た
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
指
針
の

改
定
に
早
期
に
着
手
し
て
い
く
。ま
た
、職
員
の
意

識
の
向
上
は
重
要
な
要
素
で
あ
り
、研
修
内
容
、回

数
等
の
充
実
に
着
手
し
て
お
り
、受
講
の
徹
底
も

図
っ
て
い
く
。

　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
対
応
に
当
た
っ
て
は
、相
談

者
を
は
じ
め
関
係
者
の
個
人
情
報
の
保
護
は
最
も

留
意
す
べ
き
こ
と
で
あ
り
、秘
匿
さ
れ
る
べ
き
情

報
の
漏
え
い
が
な
い
よ
う
対
応
す
る
こ
と
が
必
要

で
、今
後
の
見
直
し
の
中
で
、法
務
を
担
当
す
る
専

門
職
の
配
置
な
ど
相
談
体
制
の
見
直
し
も
含
め
て

改
め
て
点
検
し
て
い
く
。

　
理
想
と
す
る
職
場
づ
く
り
の
た
め
、ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
が
起
こ
ら
な
い
風
通
し
の
よ
い
環
境
を
整
え

る
と
と
も
に
、万
が
一
の
場
合
に
備
え
、適
切
な
対

応
を
迅
速
に
行
え
る
よ
う
早
急
に
対
策
を
講
じ
て

い
く
。

◆
そ
の
他
の
質
問

・
私
立
保
育
施
設
に
お
け
る
0
歳
児
枠
の
適
正

配
置
に
つ
い
て

川
島 

あ
ゆ
み�

日
本
共
産
党
芦
屋
市
議
会
議
員
団

芦
屋
市
の
新
型
コ
ロ
ナ

対
策
に
つ
い
て

議
員	

情
報
発
信
は
も
っ
と
分

か
り
や
す
く
、個
人
向
け
か
事

業
者
向
け
か
、ま
た
、物
品
や

備
品
が
十
分
に
行
き
届
い
て

い
る
か
を
一
覧
表
に
ま
と
め
て
、優
先
順
位
も
分
か

る
よ
う
に
発
信
す
べ
き
で
は
？

市

	

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
で
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
よ
る
患
者
情
報
の
発
信
は
分
か
り
に
く
い
と
の

意
見
が
あ
っ
た
た
め
、一
覧
表
の
文
字
の
拡
大
や

デ
ザ
イ
ン
の
変
更
な
ど
工
夫
を
加
え
て
掲
載
し
て

い
る
。ま
た
、こ
の
た
び
作
成
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
対

策
の「
中
間
ま
と
め
」に
は
、市
の
取
り
組
み
を
時

系
列
で
載
せ
て
い
る
が
、ど
の
施
設
に
ど
う
い
う

備
品
や
消
耗
品
等
を
配
布
し
た
の
か
が
分
か
る
よ

う
な
一
覧
表
を
作
成
し
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表

す
る
こ
と
も
考
え
た
い
。

議
員	

教
育
委
員
会
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
ポ
イ
ン
ト
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
、共
有
し
て
お
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
情
報
を
、教
育・保
育
の
現
場

向
け
と
保
護
者
向
け
に
分
け
て
ほ
し
い
。

教
委	

学
校
園
に
お
け
る
ポ
イ
ン
ト
マ
ニ
ュ
ア
ル

は
、学
校
園
を
再
開
す
る
に
当
た
り
、厚
生
労
働
省

や
文
部
科
学
省
、ま
た
国
立
感
染
症
研
究
所
の
資

料
な
ど
を
参
考
に
し
、教
育
委
員
や
専
門
機
関
等

に
も
見
て
も
ら
い
な
が
ら
作
成
し
た
。保
護
者
視

点
で
は
な
く
、子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
第
一
に
考

え
た
対
応
を
、専
門
的
な
内
容
を
含
め
て
で
き
る

だ
け
分
か
り
や
す
い
言
葉
を
使
用
し
て
記
載
し
て

い
る
が
、記
載
内
容
に
つ
い
て
は
、さ
ま
ざ
ま
な
問

合
せ
等
も
あ
る
た
め
、議
員
か
ら
要
望
の
あ
っ
た

内
容
も
検
討
し
な
が
ら
、改
定
を
進
め
て
い
く
。

山
口 

み
さ
え�

会
派
に
属
さ
な
い
議
員



12月定例会
日程（予定）

芦屋市議会では、本会議・委員会（議会運営委員会を除く）のインターネット映像
配信を行っています。パソコン・スマートフォンなどでご覧ください。また、日程
が変更になることがありますので、ホームページなどでお確かめください。

月 火 水 木 金 土 日

◦
本
会
議・委
員
会
の
開
始
は
、原
則
午
前
10
時
か
ら
で
す
。

11/16 17 18 19 20 21 22
議会運営
委員会

23 24 25 26 27 28 29
本会議（提案説明）
総務常任委員会

JR芦屋南再開発
調査特別委員会

議会運営
委員会

30 12/1 2 3 4 5 6
本会議

（採決・提案説明）
建設公営企業
常任委員会

民生文教
常任委員会

総務
常任委員会 委員会（予備日）

7 8 9 10 11 12 13
議会運営
委員会

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問等）

委員会
（予備日）

14 15 16 17 18 19 20
議会運営
委員会

本会議
（採決）

議会のナゼ? なに? 再発見!

編集後記

世の中にはいろいろな考え

や意見を持つ方がいらっしゃい

ますが、議会では重要な話し合

いをするときに主義主張が合

わず難しい局面になることが都

度あります。ですが、21名の議

員それぞれの意見が混ざること

で、芦屋市の未来への活路とな

る発展的で前向きな議論がで

きたらと思いながら、議会に臨

んでいます。

【編集委員】  たかおか 知子

本会議・委員会の中継映像を見る
本会議・委員会の中継映像を配信して
います。また、会議終了後、おおむね 
3日後から1年間は録画配信もしてい
ます。（令和元年第２回定例会から）
スマートフォンやタブレット端末でも
閲覧が可能です。

過去の会議録を調べる
本会議や常任委員会・特別委員会の
会議録を調べたり、見たりできます。

会議の予定を調べる
本会議や委員会の開催予定、本会議
での一般質問・総括質問の質問順や
質問内容を掲載しています。

議案書・委員会資料などを見る
審議に使用する議案書、請願書、審議
結果、議員一人一人の賛否などを公開
しています。また、委員会で使用する
資料や、委員会に送付した陳情書も公
開しています。

請願や陳情の提出方法を調べる
議会に対して請願や陳情を提出する
ための方法などを掲載しています。

議員の連絡先を調べる
議員の連絡先を掲載していますので、
直接話がしたい場合などにご活用くだ
さい。また、所属委員会・会派・政党な
ども掲載しています。

政務活動費や議会交際費をチェックする
政務活動費の報告書や領収書、議会交
際費の用途と金額を掲載しています。

今後もさらに内容
を充実させていき
ますので、ぜひご
活用ください。

編
集・発

行
／

芦
屋

市
議

会
〒

659-8501 兵
庫

県
芦

屋
市

精
道

町
7番

6号
　

TEL.0797-38-2001 　
 https://w

w
w

.city.ashiya.lg.jp/shisei/shigikai/
あ
し
や

市
議

会
だ

よ
り

 2020年
11月
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◆応募方法
「電子メール」または「はがき」にて、住所・氏名・年齢・電
話番号・クイズの答え・議会や本誌に対するご意見やご
感想を明記してご応募ください。
※メールで応募する場合、件名は「第32回議会クイズ応募」としてください。
※いただいたご意見はすべて、本誌編集委員が目を通し、今後の誌面改

善のための参考にさせていただきます。
◆応募締め切り
　令和2年（2020年）11月30日（月）まで

※当日消印有効
◆応募先
　〒659-8501 芦屋市精道町7番6号　
　芦屋市役所 市議会事務局
　メールアドレス：gijityousa@city.ashiya.lg.jp

※個人情報は賞品の発送以外には使用しません。
※当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせていただきます。

正解者の中から抽選で3名の方に図書カード（500円分）
を差し上げます。正解は2月発行予定のあしや市議会だよ
り115号で発表します。たくさんのご応募をお待ちして
います。

◆前回のクイズの答え� ※前回の応募件数は37件

「今年は芦屋市が誕生してから80周年に当たります
が、芦屋市の前身である『精道村』はいくつの村が合併
してできたのでしょうか？」の正解は「③4つ」でした。

◆問題� 【出題者】大原裕貴委員

より深い決算審査を行うため、今年度から決算特別委
員会の審査体制を変更しました。どのような体制に変
更となったでしょうか？

①全議員参加の21人
②議長・副議長を除く19人
③議会選出の監査委員を除く20人

QRコード扌
（メールアドレス）

第32回

議長・副議長による抽選会

市議会ホームページで市議会ホームページで
なにができる？なにができる？
芦屋市議会


